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水柿 大地

NPO法人英田上山棚田団 理事

みんなの孫プロジェクト代表

水柿 大地

東京都あきる野市出身 1989年生まれ



一般社団法人上山集楽
空き家やキャンプ場等 遊休資産の活用

NPO法人英田上山棚田団 理事
棚田の再生及び保全活動
都市住民・企業・大学等との連携

みんなの孫プロジェクト 代表
若者の仕事づくりと高齢者の日常生活支援

NPO法人みんなの集落研究所執行役
岡山県内の集落や自治体の伴走支援
他、集落のくらしに関わる調査研究を行う



勝田・大原・美作・作東・英田・東粟倉
６町村が合併して、２００５年３月３１日に誕生！

◆人 口 28,277人

◆ 面 積 429.2k㎡

東京都の5分の1

大阪府の4分の１

◆ 高齢化率 ３９％

２７市町村中５番目の高さ

美作市について



●岡山県美作市上山地区

●8300枚の棚田

●10の集落で構成
（八伏、薬師堂、空、小山、後迫、坊、中組、金合、大芦、鳥坂）

●人口15０人 ◆世帯数6５世帯 ◆高齢化率40％

（最盛期は800人～1000人）

上記のうち、2010年からの移住者が2３世帯4５人

上山地区について



上山の移住者の多くに共通している点は



「棚田での農業」
×

「個人の興味や得意分野、地域資源を活かした事業」

上記のようなワークスタイルをとっている点。



企業・高校・大学・個人など
（外部からの支援）

地区内の事業主が棚田の維持管理を通じてコミュニティを形成

キャンプ場オーナー

猟師

宿泊事業者

医者

薬剤師

デザイナー

木工作家

移動販売事業者

カフェ店主薬草専門家

高齢者福祉事業者 皮革加工事業者農地の共同管理・農機具のシェア

大きな初期投資をせずとも移住直後から
すぐに農を暮らしの中に組み込める体制。



毎月「田んぼ草刈りウィーク」を設定

朝の２～３時間集まって草刈りを行い

終了後はそれぞれの仕事に散っていく。



ムラの空洞化によって移住者が入りこむ隙が生まれているが...

地元住民

地元住民

地元住民

地元住民

地元住民

外部人材

外部人材

移住者等の外部人材
地域の根底にある活動を
疎かにせずに入っていけるか。

受け入れる地域側
ヨソモノと協働する姿勢を持てるか。
→外部への依存度を高めすぎない。

住民間の関係性を繋ぎ、知恵や経験、土地の守り方や
仕組みを引き継げる環境づくりに力を入れている。



農村地域において「農」との兼業が

地域や個人に与える影響



農村で使える共通言語と資産所有者からの信頼の獲得

地域の出合い仕事や祭りなどへの積極参加



「協力隊制度」×「半農半X」の親和性の高さ



農とX、地域との付き合いなど

バランスを取っていくためには

ある程度の期間と経験が必要。

また、Xを育むためにも時間と資金が不可欠。





今後とも「農」を通してコミュニティを形成していき

個人の興味や得意分野を活かした事業にチャレンジしやすい

土壌づくりを行っていきます。
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